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平成31年度　一般会計当初予算

166億8千万円
前年度６月補正後に比し9.8％増

平成 31 年度　一般会計当初予算

※円グラフの数字は、見やすいように金額を四捨五入して記入しています。
そのため、総額と各項目の合計は一致しません。

平
成
31
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て

　

平
成
31
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
に
策
定

さ
れ
た
「
第
２
次
神
埼
市
総
合
計
画
」
を
踏
ま
え
た
「
事
業
実
施
計
画
」

に
基
づ
き
、〝
幸
せ
つ
な
ご
う
か
ん
ざ
き
～
み
ん
な
で
支
え
合
い
、
誇

り
と
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
を
目
指
し
て
～
〟
を
目
的
と
し
た
事
業
を
進

め
る
た
め
の
編
成
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

主
な
新
規
事
業
は
、
定
住
促
進
対
策
を
目
的
と
し
た
「
若
者
応
援
家
賃

補
助
事
業
」「
三
世
代
・
新
婚
世
帯
同
居
等
促
進
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援

事
業
」
や
、
地
区
公
民
館
を
高
齢
者
の
集
い
の
場
と
し
て
活
用
し
て
い

た
だ
く
「
ハ
ッ
ピ
ー
シ
ル
バ
ー
サ
ロ
ン
事
業
」、
ま
た
教
育
支
援
の
一
環

と
し
て「
学
校
給
食
費
助
成
事
業
」な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
る
。

単位：千円
主な新規事業 予算額

若者応援家賃補助事業 8,231
三世代・新婚世帯同居等促進住宅リフォーム支援事業 7,000
運転免許自主返納対策事業 110
子育て世代包括支援センター運営事業 1,861
子育て応援ハンドブック作成事業 747
ハッピーシルバーサロン事業 5,765
空き店舗等活用支援事業 2,000
王仁博士顕彰公園利活用事業 3,705
学校給食費助成事業 30,882
自治公民館建設事業補助金（設備等整備事業） 2,920

平成31年度
歳出内訳（項目別）

総額
166億8,000万円

総務費
34億1,442万6千円

20.5％

総務費
34億1,442万6千円

20.5％

議会費
1億7,324万8千円
1.0％

民生費
51億8,064万4千円

31.1％

民生費
51億8,064万4千円

31.1％

衛生費
18億1,225万8千円　10.9％

労働費
1,019万2千円
0.1％

農林水産業費
11億1,427万8千円

6.7％

商工費
2億2,068万6千円

1.3％

土木費
9億5,466万7千円

5.7％

土木費
9億5,466万7千円

5.7％

消防費
6億2,697万1千円

3.8％

消防費
6億2,697万1千円

3.8％

教育費
12億9,498万3千円

7.8％

教育費
12億9,498万3千円

7.8％

公債費
18億4,475万1千円

11.1％

公債費
18億4,475万1千円

11.1％

諸支出費
9万6千円　0.0％

予備費　2,000万円　0.1％

災害復旧費
1,280万円　0.1％
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予
算
特
別
委
員
会
の
主
な
質
疑

　

総
務
企
画
部

　

市
民
福
祉
部

　

国
民
健
康
保
険
診
療
所
特
別
会
計

若
者
応
援
家
賃
補
助
事
業
に
つ
い
て

Q　

定
住
促
進
・
若
者
応
援
家
賃
補

助
・
三
世
代
等
の
新
規
事
業
が
行
わ

れ
る
が
、
チ
ラ
シ
で
は
事
業
内
容
を
詳

し
く
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、
見
る
人
に

と
っ
て
イ
ン
パ
ク
ト
が
な
い
感
じ
が

あ
る
。
最
大
値
を
載
せ
て
興
味
を
持
っ

て
も
ら
え
る
チ
ラ
シ
、
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
の
作
り
方
を
心
掛
け
て
ほ
し
い
。

A　

最
大
値
に
つ
い
て
は
、
内
容
・

地
域
（
千
代
田
東
部
地
区
・
脊
振
地

区
）・
他
市
か
ら
の
転
入
・
市
内
業

者
へ
の
発
注
・
子
育
て
加
算
・
三
世

代
同
居
・
新
婚
世
帯
同
居
等
条
件
に

よ
り
補
助
額
に
差
異
が
あ
り
、
最
大

１
３
０
万
と
な
る
。
興
味
を
持
っ
て

も
ら
う
資
料
を
配
布
致
し
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
市
民
活
動
支
援
事
業
に

つ
い
て

Q　

ま
ち
づ
く
り
市
民
活
動
支
援
事

業
の
予
算
額
が
３
９
０
万
円
計
上
さ

れ
て
い
る
が
、
追
加
予
算
の
考
え
が

あ
る
の
か
。
ま
た
、
５
回
目
で
切
ら

れ
る
と
団
体
の
存
続
が
危
惧
さ
れ
る

団
体
も
あ
っ
て
、
５
回
以
上
の
回
数

に
対
し
て
検
討
を
い
た
だ
き
た
い
と

思
う
が
。

A　

こ
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
予
算

の
範
囲
内
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今

年
度
に
要
綱
を
改
正
し
５
年
間
と
し

て
お
り
ま
す
。
最
初
の
３
年
間
で
土

台
作
り
、
後
２
年
間
で
事
業
を
さ
ら

に
発
展
さ
せ
る
た
め
の
補
助
と
い
う

考
え
で
５
年
間
と
し
て
お
り
ま
す
。

新
し
い
事
業
活
動
を
始
動
し
て
頂
く

事
に
補
助
し
て
お
り
ま
す
。

運
転
免
許
自
主
返
納
対
策
事
業
に
つ

い
て

Q　

運
転
経
歴
証
明
書
の
発
行
、
証

明
書
の
有
効
期
限
の
有
無
、
利
用
時

の
特
典
、
高
齢
者
が
対
象
と
な
る
と

思
う
が
、
周
知
の
方
法
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

A　

運
転
経
歴
証
明
書
を
提
示
す
る

こ
と
に
よ
り
、
佐
賀
タ
ク
シ
ー
協
会

に
加
盟
し
て
い
る
タ
ク
シ
ー
の
利
用

料
金
１
割
引
き
と
な
り
ま
す
。
運
転

免
許
証
を
自
主
返
納
す
る
際
に
申
請

を
し
交
付
し
て
も
ら
い
ま
す
の
で
、

有
効
期
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
市
報
へ

の
掲
載
、
高
齢
者
の
安
全
教
室
開
催

時
、
自
主
返
納
時
に
広
報
周
知
を
考

え
て
お
り
ま
す
。

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
に
つ
い

てQ　

生
活
困
窮
者
世
帯
に
対
し
て
、

そ
れ
を
認
定
す
る
機
関
や
生
活
困
窮

と
み
な
す
く
く
り
は
ど
う
決
ま
っ
て

い
る
の
か
。

A　

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
の
中

で
定
義
さ
れ
て
お
り
、
生
活
困
窮
者

と
は
就
労
の
状
況
、
心
身
の
状
況
、

地
域
社
会
と
の
関
係
性
、
そ
の
他
の

事
情
に
よ
り
現
に
生
活
に
困
窮
し
、

最
低
限
度
の
生
活
を
維
持
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
恐
れ
の
あ
る
者
と
な
っ

て
い
ま
す
。
相
談
や
申
請
に
よ
り
、

そ
の
恐
れ
が
あ
る
方
を
支
援
し
て
い

く
と
い
う
こ
と
で
、
認
定
機
関
が
特

別
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
市
で
判
断

し
て
支
援
事
業
を
行
っ
て
お
り
、
こ

れ
は
平
成
27
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

子
育
て
応
援
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
作
成
事

業
に
つ
い
て

Q　

妊
娠
・
出
産
期
か
ら
、小
・
中
学

校
ま
で
の
子
育
て
中
の
保
護
者
が
対

象
と
な
っ
て
い
る
が
、
か
な
り
幅
広
い

形
に
な
る
と
思
う
。
小
学
校
に
入
る
ま

で
の
子
ど
も
に
限
定
し
、
き
め
細
か
く

し
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
。ま
た
、

配
布
は
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

A　

中
学
校
ま
で
継
続
し
て
該
当
す

る
部
分
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
こ
ま

で
は
お
知
ら
せ
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
配
布
に
つ
い
て
は
、
健
康

増
進
課
窓
口
や
学
校
で
配
布
で
き
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

医
科
用
電
子
レ
セ
プ
ト
・
カ
ル
テ
シ

ス
テ
ム
更
新
事
業
に
つ
い
て
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産
業
建
設
部

　

下
水
道
事
業
特
別
会
計

　

教
育
委
員
会

Q　

こ
の
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
こ

と
で
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る

の
か
。
ま
た
、
他
の
医
療
機
関
と
の

連
携
は
あ
る
の
か
。

A　

国
全
体
で
電
子
化
に
取
り
組
ま

れ
て
い
ま
す
の
で
、
電
子
カ
ル
テ
の

作
成
と
診
療
報
酬
の
請
求
シ
ス
テ
ム

を
一
体
化
し
ま
し
た
。
た
だ
し
、
他

の
医
療
機
関
と
の
デ
ー
タ
の
や
り
取

り
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
紹
介

す
る
場
合
は
紙
で
行
っ
て
い
ま
す
。

は
事
情
や
内
容
を
精
査
し
た
上
で
判

断
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
受
付
申
請

期
限
に
つ
い
て
は
決
ま
っ
て
お
り
ま

せ
ん
が
、
今
後
補
助
要
綱
、
実
施
要

項
を
作
る
際
に
、
他
市
町
の
状
況
も

見
な
が
ら
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

神
埼
駅
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
整
備
事
業

に
つ
い
て

Q　

神
埼
駅
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
整
備

事
業
は
い
つ
ご
ろ
完
成
す
る
か
。

A　

神
埼
駅
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
整
備

事
業
負
担
金
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ｒ
に

対
し
、
国
と
市
が
負
担
す
る
こ
と
に

な
る
が
、
Ｊ
Ｒ
と
の
協
議
の
結
果
、

平
成
31
年
度
12
月
以
降
か
ら
年
度
末

ま
で
の
事
業
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

３
つ
目
の
池
を
増
設
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
現
在
の
計
画
で
は
、
４

つ
の
池
を
造
る
計
画
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
人
口
減
少
等
の
状
況
変
化
が

あ
れ
ば
４
つ
目
の
池
の
増
設
は
必
要

な
く
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

空
き
店
舗
等
活
用
支
援
事
業
に
つ
い

てQ　

条
件
と
し
て
１
年
以
上
の
営
業

継
続
と
あ
る
が
、
経
営
で
き
な
く

な
っ
た
場
合
の
対
応
は
ど
う
な
る
の

か
。
ま
た
、
受
付
申
請
期
限
は
ど
の

よ
う
に
な
る
の
か
。

A　

申
請
を
さ
れ
る
方
に
は
、
年
間

の
事
業
計
画
書
を
提
出
し
て
い
た
だ

き
、
審
査
を
し
た
上
で
対
象
者
と
し

ま
す
。
や
む
を
得
な
い
場
合
も
想
定

さ
れ
る
か
と
思
い
ま
す
の
で
、
そ
こ

公
共
下
水
道
処
理
場
改
良
に
つ
い
て

Q　

公
共
下
水
道
処
理
場
改
良
費
に

つ
い
て
説
明
を
お
願
い
す
る
。

A　

現
在
、
浄
化
セ
ン
タ
ー
に
は
汚

水
処
理
用
の
池
が
２
つ
あ
り
ま
す

が
、
汚
水
流
入
量
の
増
加
に
伴
い
、

無
償
化
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
教
育
委
員
会
内
部
で
い
ろ
い
ろ

検
討
を
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
小
学

校
と
中
学
校
で
そ
れ
ぞ
れ
１
学
年
ず

つ
助
成
で
き
れ
ば
と
い
う
こ
と
で
一

般
財
源
か
ら
助
成
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

神
埼
市
小
中
学
校
英
語
教
育
推
進
事

業
に
つ
い
て

Q　

神
埼
市
小
中
学
校
英
語
教
育
推

進
事
業
に
つ
い
て
説
明
を
お
願
い
す

る
。

A　

こ
れ
ま
で
試
行
的
に
西
郷
小
学

校
で
５
・
６
年
生
に
英
語
活
動
を
導

入
し
て
い
ま
し
た
が
、
昨
年
度
か
ら
市

内
の
５
年
生
全
員
に
導
入
し
ま
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
の
英
語
と
い
う
こ
と
で

１
対
１
で
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
学
習
に

な
り
ま
す
が
、
今
後
１
年
か
ら
６
年
ま

で
オ
ン
ラ
イ
ン
英
語
を
導
入
す
る
と

し
た
ら
、
ど
の
学
年
が
一
番
有
効
な
の

か
を
検
証
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。な
お
、近
隣
の
町
で
も
オ
ン
ラ
イ

ン
英
語
は
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

高
学
年
が
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

学
校
給
食
費
助
成
事
業
に
つ
い
て

Q　

学
校
給
食
費
助
成
事
業
と
し
て

３
，
０
０
０
万
円
計
上
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
の
し
わ
寄
せ
が
他
の
事
業
に

来
な
い
の
か
。
ま
た
、
小
学
校
６
年

生
・
中
学
校
３
年
生
の
特
定
学
年
を

対
象
と
し
て
給
食
費
の
無
償
化
が
計

上
さ
れ
て
い
る
が
、
保
護
者
の
経
済

的
負
担
の
解
消
を
目
的
と
す
る
な
ら

ば
、
対
象
学
年
の
全
員
で
は
な
く
、

裕
福
で
な
い
と
こ
ろ
を
助
成
す
る
よ

う
に
は
な
ら
な
い
の
か
。

A　

来
年
度
の
予
算
と
し
て
学
校
給

食
費
助
成
事
業
と
し
て
３
，
０
０
０

万
円
が
計
上
さ
れ
、
進
学
を
控
え
費

用
が
か
さ
む
小
学
校
６
年
生
・
中
学

校
３
年
生
を
対
象
と
し
て
給
食
費
を
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議案第18号　平成31年度神埼市一般会計予算

賛否があった議案を紹介します。

江　
　

護
○

佐
藤　

知
美

福
田　

淸
道

永
沼　
　

彰
○

松
本　

軍
二
○

木
原　

憲
治
○

田
原　

和
幸
○

原
口
ひ
さ
よ
○

白
石　

昌
利
×

野
副　

昭
○

野
口　

英
樹
×

宮
島　
　

清
×

中
野　
　

均
○

宮
地　
　

明
○

西
原　

正
剛
○

吉
田　
　

守
○

服
巻　

玉
美
○

山
本　

千
佳
○

簑
原　
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可　決

号番案議

議案第18号

　王仁博士顕彰公園はこれまで約４億円の事業費が費やされている。開園後、半年が経過して
いるが開園前からの課題であった市民への周知が未だに十分とは言えず、更にこの公園の在り
方には市民から厳しい声も聞かれる。この現状で王仁博士顕彰公園利活用事業等の４事業に３
千957万５千円を費やすことは認めることが出来ない。王仁博士顕彰公園に関する事業につい
ては、新たな事業を止め、これまでの事業を検証して今後の公園事業を進めるべきと考える。又、
学校給食費助成事業の３千88万２千円について、事業目的である子育て支援策の一環、保護者
の経済的負担の軽減に繋がることは認識する。しかし、神埼市は人口の減少が続き、国内に目
をやれば景気の陰りが言われている。このような中で、この助成事業が長期にわたり継続にな
れば、今後の神埼市の財政負担に大きく影響するものだと考える。そして、その財政負担が市
民サービスの低下など、市民にその負担が重くのしかかる。又、本当に子育て世代の経済的負
担の軽減を目指すのであれば特定学年ではなく、多くの子を育み子育てに多額の費用が必要な
保護者への助成に取り組む方が、子育て世代の経済的負担軽減に繋がる。以上のことから、議
案第18号について反対とする。

　まず初めに、学校給食費助成事業です。この事業の目的は、学校給食費の助成を行うことに
より、保護者の経済的負担を軽減し、子育て世帯の定住・人口増加を促進し、住みよい街づく
りを支援することであり、神埼市内に住所を有しているにもかかわらず、市外の小中学校に通
学する児童生徒の保護者は助成対象者でないのは、差別であり、決して許される事業ではあり
ません。また、県内自治体の状況を見ても、市・町外の保護者にも補助する自治体が多い。よっ
て、市外の小中学校に通学する児童生徒の保護者も助成対象者にしなければいけない。
　次に、王仁博士関連事業として、平成31年度当初予算合計3,957万５千円に対し反対意見を述
べます。
　王仁博士顕彰公園の整備に係る経費として、すでに約４億円の経費を投資しても、王仁博士
顕彰公園による経済効果は見えてこない。また、市民からも公園整備に対しての不満の声を数
多く聞く。実行委員会で今までの検証をして、今後のことを協議してから予算案を作成すべき
であり、王仁博士関連事業として、平成31年度当初予算合計3,957万５千円については、取り下
げるべきである。以上の２事業について、平成31年度神埼市一般会計予算に対し、反対討論と
します。

〈議案に対する反対討論〉　白石　昌利　議員

〈議案に対する反対討論〉　野口　英樹　議員

　平成24年に、学校給食共同調理場が建設され、安全安心で栄養バランスのとれたおいしい給
食の提供に尽力されながら、給食費については、本来算定に反映させてよいとされる、光熱水
費や人件費などの経費は算定に加えず、食材費のみ保護者に負担していただいている。今回の
学校給食費助成事業は、市内の小中学校に在籍する児童生徒保護者への学校給食事業の一環で
あり「無償化範囲の拡大」である。又、市外の特別支援学校に在籍する児童生徒への助成は、

〈議案に対する賛成討論〉　原口ひさよ　議員
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　今定例会では2019年10月からの消費税増税を見据えた予算編成は平成30年度の一般会計に比
べ増額になっているものの、少子高齢化や人口減少による地方衰退が考えられる。
　本予算では新規事業計画の中で子育て支援や災害に備えた予算などが盛り込まれ市民の安全
安心につながる歳入歳出予算である。
　しかし、限られた財源で市民の納得いく市政運営でなければならない。今後も財政状況や市
政運営を注視するものである。
　王仁博士顕彰公園の利活用に関しては、平成30年８月に開園し利活用も増加傾向にあり外国
人観光客も多く、今後は国内外からの観光拠点として、また、イベントなどの開催によりさら
に利活用促進が見込まれる。
　学校給食費助成事業では、子育て支援の一環として学校給食費を助成することで保護者の経
済的負担を軽減し子育て世帯の定住促進の支援を目的にしている。
　進学を控えた小学６年生や中学３年生は入学への準備等で支出がかさむ時期で計画的な準備
が必要である。また、この事業で市内の小中学校への入学を促進することにもつながり小中学
校の充実を図ることができる。
　以上のことを鑑み平成31年度の一般会計当初予算に賛成し、賛成討論とする。

〈議案に対する賛成討論〉　野副　 昭　議員

議案第19号　平成31年度神埼市国民健康保険事業特別会計予算
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号番案議

議案第19号

　政府、厚生労働省は国民健康保険の県単一化を昨年より実施し、６年サイクルで運営するこ
とになっていますが、政府は「法定外繰入」の解消を目的に、実際の保険税を「標準保険料率」
に合わせることを市区町村に求めています。
　市区町村の国保税を「標準保険料率」に合わせようとすると、これまで国保税の値上がりを
抑えてきた自治体や子育て世帯や低所得者、障がい者、ひとり親家庭など、それぞれの独自の
減免をしてきた自治体は大きな負担を強いられることになります。
　神埼市は「激変緩和措置」の自治体であり今年度の「標準保険料率」では昨年度の保険税額
と同額で運営していく予算編成をされていますが、今後「標準保険料率」の引き上げなど、保
険税の大幅な引き下げが予想される下で被保険者の健康と命を守るためにも、国保税の引き下
げを実行するべきだと思いますが、今年度の予算編成においても、軽減の措置がなされていな
い事を指摘し反対討論とします。

〈議案に対する反対討論〉　佐藤　知美　議員

市内に当該学校がないための措置です。合併から今日まで、学校教育予算については、金額の
多寡に関わらず様々な支援を実施されている。神埼中・千代田中の１年生へ自転車ヘルメット
購入補助、小学１年生・中学１年生女子への防犯ブザーの配布、小学１年生にはランドセルカ
バーと入学記念樹の配布などが実施されている。こうした状況にあって、市外の小中学校に通
学する児童生徒へ助成対象を拡大する考えは、状況を追認するばかりではなく、課題を助長す
るものである。市外の小中学校に通学する児童生徒は、本人又は保護者の自由意思に基づき通
学されている。正に、自己都合によるものです。また、様々な既存事業の補助の対象の見直し
を伴い、他の事業への波及や影響は必至である。
　以上の理由により、助成の対象を市内小中学校に在籍する児童生徒の保護者とする給食費助
成事業の主旨に賛同し、本予算案に賛成する。
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平成30年度一般会計補正予算
　第５号� 8,678万2千円の減額
　第６号� 1億6,907万3千円の追加

平成30年度一般会計補正予算　第５・６号（補正後の額）
　歳入歳出　165億9,497万3千円となる

■第５号の主な補正

■第６号の主な補正

補　正　予　算

主な事業 補正額（千円） 事業の内容

障害者自立支援給付
事業

26,144
障がい者及び障がい児に、日常生活上継続的に必要な
介護サービスや地域で生活を行うために提供される訓
練等サービスに係る支援を行い、福祉の増進を図る。

クリーク防災機能保
全対策事業

80,547
法面等の崩落により隣接する道路や農地等への浸食被
害を及ぼしているクリークを改善し、洪水貯留施設と
しての機能を回復させる。

道路橋梁新設改良事
業（社会資本整備総
合交付金）

38,000
市道国営千代田西１号線の道路改良工事及び損傷が著
しい市道上犬童蓮池線の舗装補修工事を実施する。

主な事業 補正額（千円） 事業の内容

神埼小学校体育館改

修事業
98,526

老朽化により劣化した体育館の屋根・天井及び外壁の
落下防止・防水工事を行い、学校施設の長寿命化及び
児童の安全を確保すると共に、災害時の避難所として
の安全確保を図る。
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これが聞きたい！
ふるさと納税推進事業　2,279 万 6 千円

Q 納税額に対する市の実質収支はいくらなのか。

A
寄附金額の約５割が経費と考えております。
平成 30 年度は、２億５千万円の寄附を見込んでいるため、１億３千万円程度が実質の収
入と考えております。

Q 返礼品の市内産品の割合はどの程度なのか。

A 返礼品については、全て市内業者です。

（事業の目的）
　神埼市へのふるさと納税の推進による財源の確保と、寄附された方々へ贈る「お礼の品」を
市が市内事業者から購入することで、地域経済の活性化を図るものである。また、神埼市の特
産品等を広くＰＲすると同時に新たな特産品を発掘し、神埼市の魅力を全国に発信することを
目的とする。
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風しん予防接種事業　78 万 5 千円

プレミアム付商品券事業（平成30年度事務費分）　247 万円

Q 風しん予防接種事業について、市内の罹
り

患率及び推移はどのようになっているのか。

A
市内ではありませんが、佐賀県内において、平成 30 年 12 月 30 日現在で、17 名の患者が
報告されています。
平成30年 12月 31日から平成31年３月３日までに追加で９名の患者が報告されています。

Q プレミアム付商品券事業について、使用可能店舗として神埼市内の店舗とありますが、商
工会に入ってるとかそういうことは関係ないのでしょうか。

A
今回のプレミアム付商品券事業については、国の方針に基づいて行うものですが、国の意
向としても実施要領案が示されているのですが、その中で市町村区域内の民間事業者を対
象に幅広く使用可能店舗を募集することとなっておりますので、会員、非会員に関係なく
公募していきたいと考えております。

（事業の目的）
　風しんの追加的対策として、これまで予防接種法に基づく定期接種を受ける機会が無く、抗
体保有率が低い昭和 37 年～ 53 年度生まれの男性を対象に、抗体検査を実施し、抗体価が低い
者（HI 法８倍以下）に定期予防接種を行うことで、感染拡大防止を図る。

（事業の目的）
　平成 31 年 10 月１日に予定されている消費税・地方消費税率の 10％への引き上げに伴う、低
所得者及び子育て世帯の消費に与える影響を緩和するとともに、地域における消費を喚起・下
支えすることを目的として、プレミアム付き商品券を発行する。
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Q 総務企画部の分掌事務を「ダム周辺地域との調整に関すること」と変更した理由は何か。
また、具体的にはどのような事を行うのか。

A

周辺振興をどう調整していくのか、どう意見を吸い上げていくのかということを脊振支所
の窓口で行うために変更しました。今後、振興計画を作る中で、ダムができて周りの土地
の状況がどのように変わっていくのか、それが、脊振町としてどのように振興計画という
形であらわしていくのか、地権者と同時に脊振町に住まわれている方々も知りたいという
思いがあります。その方々と振興計画が具現化されていく中で、話し合いをしなければ、
と思っています。

Q ダム周辺地域の方からは、どのような意見や要望が出されているのか。

A 地権者となる予定の方たちは、やはり早く用地交渉に入ってほしいという中で、生活体系
をどうしようかという悩みや代替え地をどうしようかという相談もあっています。

Q「市税に関すること」を総務企画部で分掌することに伴い、部署の配置を変更することになるのか。

A
今の段階では、総務企画部関係が本庁の２階にほとんどありますが、税務課を２階に持っ
て行くことは難しいだろうと考えております。新庁舎になった時には、１階に税務課を配
置するということになろうと思います。総務企画部関係が一画に全部集まるということに
はならないかなと思います。

Q 職員の年休取得率の現状はどうなっているのか。また、取得率を上げるような取り組みは
しているのか。

A

年休取得率の平均は一人当たり6.3日となっています。平成29年度5.0日、平成28年度は5.1
日となっておりますので、平成 30 年度は 6.3 日なので、取得率は高くなっております。
　特に力を入れているのが夏季休暇、３日間の特別休暇、もしくは連休、そういうものと
併せて年休を取得するように周知、指導をしております。１日単位でなく、時間単位の取
得も推進したことで、取得率が上がっているという話も出ておりますので、引き続き推進
していきたいと考えております。

各常任委員会のＱ＆Ａ
総務常任委員会

《議案第２号》（全員賛成）
神埼市部設置条例の一部改正について

《議案第６号》（全員賛成）
神埼市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正について
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各常任委員会のＱ＆Ａ

Q 市役所で超過勤務の多い部署はどこか。また、全体の平均時間はどのくらいか。

A

全体で言えば年間を通して企画課、繁忙期の時期ということで見ると財政課、税務課にな
ります。
一人当たり年平均で平成 29 年度は 166.9 時間、月にすると 13.9 時間、１日にすると 0.69
時間となっております。平成 28 年度については年間 174.1 時間、月にすると 14.5 時間、
１日にすると 0.7 時間となっております。

Q ノー残業デーには取り組んでいるのか。

A 毎週水曜日と金曜日はノー残業デーとしており、特に急ぎの理由がなければ、残業を認め
ないとしています。

Q 今回と同様の工事に関する落札率はどの程度なのか。また、近年の落札率は高くなってき
ているのか。

A
中央公民館が平成 25 年度に行っておりますが、97.8％、脊振中学校の武道館が 97.8％、憩
いの家については 97.8％、学校給食共同調理場が平成 23 年度 90.0％、ちよだ保育園につ
いては平成 22 年 81.0％、落札率は高くなってきています。理由の一つとしては、東京オ
リンピックの影響が大きな要因です。

Q 入札の公告は、市役所の掲示板とホームページでの周知だけなのか。

A 以前から市の掲示板に掲示、ホームページへの掲載のみとなっておりますし、今後もその
ような形で行っていきたいと思っております。

Q 下請け業者の地元率はどの程度なのか。また、地元業者の活用について落札業者に要請し
ているのか。

A

下請けの状況については、実績として下請け率が多かったものとしては、学校給食共同調
理場で市内下請け率が 62.6％、憩いの家 37.3％、西郷保育園 35.2％、中央公民館は 9.8％
と低かったのですが、これは音響や空調の特殊な工事が多くあったため、これに対応でき
る市内の業者がいないという理由で市外の業者になっております。
下請け業者への要請については、地元業者をできるだけ使うよう働きかけをしております。
例えば、一部下請け業者が市内の業者が使われていなかったという場合には理由書の提出
を求めようと考えております。

《議案第10号》（全員賛成）
神埼市脊振町複合施設建設工事請負契約の締結について
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各常任委員会のＱ＆Ａ

Q どのような災害の際に適用されるのか。また、災害に伴う火災も対象となるのか。

A

災害弔慰金の支給に関する法律というものがあります。その中で３つあって、一つは災害
弔慰金の支給、対象が自然災害によるものということになっております。弔慰金について
は、生計維持者、その他の家族が亡くなった場合が対象となります。それから災害見舞金
というものがあります。これは災害によって、重度の障害を受けられた方が対象となりま
す。そして、災害援護資金というものがありまして、あくまでも自然災害によるものでご
ざいます。家屋の損傷、全壊、半壊とありますがそれによって貸付限度額が変わってきま
す。それによって貸し付けが決まってくるということです。災害弔慰金については、罹災
証明に基づく総処理となっておりますので、自然災害が原因で火災が発生したと罹災証明
が発行されれば対象となります。

Q 支給の対象となる自然災害はどこが認定して、罹災証明書はどこが発行するのか。

A 市です。

Q 延滞金に係る利率はどの程度なのか。

A 災害弔慰金の延滞利率については、災害弔慰金の支給に関する施行令の中に年 10.75％と
記載されております。

Q 放課後児童支援員について、今回、５年以上放課後健全育成事業に従事した者を加えた理
由は何か。また、このことによりどのような影響があるのか。

A
大学や学校の先生の免許を持たなくても、また、中卒の方でも５年以上補助員として勤務
した方は、支援の資格を得ることができます。
支援員になりたいという方々の幅を広げることで、市としては支援員の確保にプラスにな
ると考えています。

Q 神埼市の支援員の数は足りているのか。

A 十分足りています。その他にも支援員の補助員ということで、常駐また支援員がどうして
も休まなくてはいけないという場合の代替も十分満たしている状態です。

Q 支援員と補助員の処遇の違いはあるのか。また、時給はそれぞれいくらなのか。

A
支援員は、都道府県が主催する研修課程を受けなければなりません。接遇は、給料の中で
違いがあります。
支援員の有資格者が時給 900 円、無資格者（補助員）は 850 円となっています。

文教厚生常任委員会

《議案第７号》（全員賛成）
神埼市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部改正について

《議案第９号》（全員賛成）
神埼市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について
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Q 進出協定を締結できる業種等の制限はあるのか。また、小売業を対象外としている理由は
何か。

A
神埼市の企業誘致条例の施行規則第３条に対象事業として、製造業、道路貨物運送業、倉
庫業、卸売業、ビジネス支援サービス業、コンタクトセンターを運営する事業があります。
小売業は正社員が少なく投資も少ないため、対象から外しています。

Q 社宅整備補助金を活用して整備した社宅への居住は、非正規雇用の方でも良いのか。

A
神埼市と企業誘致の進出協定を締結した企業が前提となります
社宅整備費補助金の優遇制度については、正社員、非正規社員ということがありますが、
雇用保険を掛けていただければ該当します。外国人の方も雇用形態が合致するならば可能
かと思います。

Q 幅員が４ｍ以内でも、市道認定されるのか。

A
市道認定の基準として、基本的には開発道路は４ｍ以上の幅員が確保されているというこ
とが条件となっておりますが、ここについては小集落と指導を結ぶ道路ということで、幅
員が原則 2.5 ｍ以上という規定基準に合致しておりますので、市道認定をしております。

産業建設常任委員会

《議案第８号》（全員賛成）
神埼市企業誘致条例の一部改正について

《議案第12号》（全員賛成）
市道路線の認定について

村下団地北線朝日団地北線
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議会改革検討特別委員会の活動報告

神埼市まちづくり特別委員会の活動報告

　

３
月
22
日
に
議
会
改
革
検
討

特
別
委
員
会
を
開
催
し
、
ま
ず
、

議
員
定
数
に
つ
い
て
は
重
要
な

事
項
で
あ
る
た
め
、
引
き
続
き

様
々
な
角
度
か
ら
調
査
・
研
究

を
行
う
こ
と
と
し
、
継
続
協
議

と
し
ま
し
た
。
今
後
も
議
論
を

十
分
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
事
項
で
あ
り
、
市
民
の
皆
様

に
は
で
き
る
だ
け
早
く
、
報
告

す
べ
く
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま

す
。
次
に
議
会
報
告
会
に
つ
い

て
は
、
改
選
前
の
報
告
会
で
の

市
民
か
ら
の
声
や
課
題
を
踏
ま

え
、
よ
り
多
く
の
市
民
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
、
市
民
の
声
を

拝
聴
し
や
す
い
場
と
す
る
た
め
、

以
前
の
報
告
会
と
は
方
向
性
を

変
更
し
、
意
見
交
換
会
や
懇
談

会
の
よ
う
な
形
式
で
の
実
施
や
、

開
催
場
所
を
増
や
す
た
め
小
学

校
区
単
位
で
の
開
催
の
検
討
な

ど
、
様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
ま

　

３
月
22
日
に
執
行
部
出
席
の

も
と
委
員
会
を
開
催
致
し
ま
し

た
。

　

ま
ず
、
２
月
21
日
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
「
第
11
回
神
埼
市
千

代
田
庁
舎
利
活
用
検
討
委
員

会
」
に
出
席
し
た
委
員
か
ら
の

報
告
、続
い
て
執
行
部
か
ら「
神

埼
市
千
代
田
庁
舎
利
活
用
計
画

（
案
）
に
関
す
る
住
民
説
明
会
」

及
び
「
計
画
（
案
）
に
関
す
る

意
見
募
集
の
結
果
」
に
つ
い
て

報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　

次
に
「
脊
振
町
複
合
施
設
建

設
事
業
の
工
事
の
契
約
事
務
」

及
び
「
今
後
の
住
民
説
明
会
等
」

に
つ
い
て
、ま
た
「
神
埼
情
報
館

整
備
事
業
及
び
活
用
計
画
」
に

つ
い
て
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、
情
報
館
の
展

示
室
や
学
習
室
等
の
使
用
方

法
、
ま
た
、
中
央
公
民
館
等
周

辺
の
公
共
施
設
と
の
連
携
し
た

取
り
組
み
や
活
用
法
に
つ
い
て

の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

し
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
も
、

継
続
し
て
調
査
・
研
究
し
て
い

く
こ
と
と
し
ま
し
た
。
委
員
会

で
は
、
市
民
の
付
託
に
応
え
ら

れ
る
議
会
活
動
、
議
員
活
動
の

実
現
を
目
指
し
、
今
後
も
検
討

を
重
ね
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
今
後
の
委
員
会
の

進
め
方
に
つ
い
て
協
議
を
行

い
、
幸
せ
を
つ
な
ぐ
魅
力
的
な

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
市
の

活
性
化
を
図
る
為
に
先
号
の

「
議
会
だ
よ
り
」
に
よ
る
公
募

に
対
し
、
申
し
込
み
を
頂
い
た

「
Ｃ
Ｓ
Ｏ
か
ん
ざ
き
」
を
招
致

し
、委
員
会
で
「
ま
ち
づ
く
り
」

に
つ
い
て
論
議
を
深
め
、
検
討

し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

委員長　簑原　　忍

委員長　田原　和幸
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一般質問

一 般 質 問
議
員　

姉
川
上
分
と
姉
川
下

分
の
境
の
三
差
路
あ
た
り
の

標
識
を
現
地
に
合
わ
せ
て
設

置
で
き
な
い
か
。

岸
川
産
業
建
設
部
長　

三
差

路
に
つ
き
ま
し
て
は
、
横
武

地
区
か
ら
佐
賀
市
道
伊
賀
屋

駅
東
線
を
介
し
て
Ｊ
Ｒ
伊
賀

屋
駅
に
至
る
市
道
横
武
・
佐

賀
市
境
線
と
里
道
の
交
差
点

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の

交
差
点
で
、
西
側
か
ら
東
側

に
直
進
す
る
場
合
は
、
道
路

幅
員
が
大
き
く
変
化
し
て
お

り
ま
す
。市
と
し
ま
し
て
は
、

西
側
か
ら
東
側
に
直
進
す
る

道
路
利
用
者
の
事
故
を
防
ぐ

た
め
に
注
意
喚
起
が
必
要
な

区
間
で
あ
る
と
認
識
し
、
現

在
、
セ
ー
フ
テ
ィ
コ
ー
ン
と

暗
闇
で
光
る
工
事
灯
を
仮
設

姉
川
上
分
の
道
路
標
識
を
現
地
に
合
わ
せ
て
設
置
で
き
な
い
か

視
線
誘
導
標
を
設
置
す
る
と
し
て
お
り
ま
す

答

し
て
、
当
面
の
安
全
性
を
確

保
し
て
お
り
、
今
後
、
視
線

誘
導
標
な
ど
を
設
置
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
。

手
塚
福
祉
事
務
所
長　

幼
稚

園
の
部
で
は
入
園
の
制
限
が

無
い
為
に
増
え
る
の
で
は
と

推
察
し
て
い
ま
す
。
保
育
園

に
つ
い
て
は
影
響
は
少
な
い

と
み
て
い
ま
す
。
予
算
に
つ

い
て
は
入
園
増
に
伴
い
増
額

に
な
る
試
算
を
し
て
い
ま
す
。

議
員　

国
の
従
う
べ
き
基
準

の
見
直
し
で
市
は
ど
の
様
な

措
置
を
検
討
し
て
い
る
の
か

又
、
延
長
保
育
へ
の
要
望
の

対
応
は
。

家
永
教
育
部
長　

基
準
の
見

直
し
の
結
果
を
踏
ま
え
支
援

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
延
長
保
育
の
対
応
は
ど
う
し
て
い
る
か

原
則
は
６
時
迄
、７
時
迄
の
対
応
も
行
っ
て
い
ま
す

答

ま
ま
で
良
い
の
か
反
省
し
、

改
善
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

志
岐
総
務
企
画
部
長　

ふ
る

さ
と
納
税
が
自
治
体
の
施
策

や
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施

で
寄
附
金
が
頂
け
る
努
力
を

す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

議
員　

今
後
は
神
埼
市
の
事

業
に
共
感
し
応
援
し
て
寄
付

す
る
人
達
へ
、
良
い
ア
イ
デ

ア
を
提
供
し
て
取
り
組
ん
で

行
く
べ
き
だ
。

総
務
企
画
部
長　

今
後
も
継

続
し
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
。

る
と
思
う
が
、
子
ど
も
が
い

な
く
て
、
兄
弟
姉
妹
が
い
な

い
と
き
、
高
齢
者
の
住
む
場

所
の
確
保
は
ど
う
な
る
か
。

野
中
高
齢
障
が
い
課
長　

通

常
、
各
施
設
で
の
形
態
で
異

な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
家
族

や
親
類
、
誰
も
い
な
い
場
合

に
つ
い
て
は
、
後
見
人
と
い

う
と
こ
ろ
で
の
対
応
に
な
っ

て
い
く
の
か
な
と
考
え
て
い

ま
す
。

姉川上分の道路標識の場所

仁比山保育園の元気な園児たち

員
の
体
制
や
、
保
育
の
質
が

低
下
し
な
い
よ
う
実
情
に
即

し
た
内
容
に
改
正
し
て
い
き

ま
す
。

宮地　明 議員

宮島　清 議員

幼
稚
園
・
保
育
園
費
の

無
料
化
に
つ
い
て

高
齢
者
の
扱
い
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
納
税
の
実
現

と
課
題

議
員　

こ
ど
も
・
子
育
て
支

援
法
の
改
正
に
よ
り
無
料
に

な
れ
ば
神
埼
市
に
お
い
て
現

在
待
機
児
童
は
無
し
、
と

な
っ
て
い
る
が
ど
の
様
な
事

態
が
想
定
さ
れ
、
市
の
負
担

は
ど
う
な
る
の
か
。

議
員　

他
の
市
町
の
寄
附
額

の
現
状
を
ど
う
捉
え
て
い
る

か
。
寄
附
額
を
大
き
く
左
右

す
る
体
制
と
推
進
が
現
状
の

議
員　

高
齢
者
に
な
っ
た
場

合
の
住
む
場
所
だ
が
、
民
間

の
ア
パ
ー
ト
で
は
１
人
の
連
帯

保
証
人
が
い
る
の
が
普
通
で

あ
る
。
市
営
住
宅
に
入
る
に

は
２
名
の
連
帯
保
証
人
が
い
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議
員　

有
害
鳥
獣
に
お
け

る
農
作
物
被
害
の
状
況
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

か
。

國
廣
産
業
建
設
部
参
事
官　

三
神
地
区
農
業
共
済
組
合

に
よ
る
水
稲
被
害
額
デ
ー
タ

で
は
、
平
成
18
年
度
１
８
７

０
万
円
、
平
成
29
年
度
で
２

７
０
万
円
と
大
き
く
減
少
し

て
い
ま
す
。
鳥
獣
被
害
防
止

対
策
事
業
に
よ
る
ワ
イ
ヤ
ー

メ
ッ
シ
ュ
設
置
の
効
果
が
大

き
く
影
響
し
て
い
る
と
思
わ

れ
ま
す
。

議
員　

有
害
鳥
獣
の
捕
獲

体
制
の
状
況
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
。

産
業
建
設
部
参
事
官　

市

単
独
事
業
と
し
て
、
平
成
28

年
度
か
ら
始
ま
っ
た
神
埼

有
害
鳥
獣
の
捕
獲
体
制
の
状
況
に
つ
い
て

神
埼
市
有
害
鳥
獣
捕
獲
隊
は
13
地
区
結
成

答

市
有
害
鳥
獣
地
域
捕
獲
隊
支

援
事
業
に
お
い
て
、
市
全
体

で
脊
振
町
９
地
区
、
神
埼
町

４
地
区
で
結
成
し
、
活
動
し

て
い
た
だ
い
て
ま
す
。
神
埼

市
有
害
鳥
獣
地
域
捕
獲
隊
等

支
援
事
業
は
、
活
動
を
支
援

す
る
補
助
金
と
し
て
、
活
動

開
始
か
ら
３
ヶ
年
、
一
組
織

20
万
円
を
限
度
に
支
給
し
ま

す
。
組
織
内
で
守
る
べ
き
地

域
の
検
討
や
捕
獲
活
動
の
話

し
合
い
を
重
ね
、
地
域
に
よ

る
捕
獲
活
動
の
リ
ズ
ム
を
確

立
し
て
い
た
だ
き
、
捕
獲
活

動
を
継
続
し
て
い
た
だ
く
事

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

及
び
地
域
居
場
所
づ
く
り
の

充
実
と
、
市
民
の
医
療
を
支

え
る
国
民
健
康
保
険
制
度
の

適
正
な
運
営
が
大
切
。
そ
こ

で
、
健
康
づ
く
り
の
推
進
と

し
て
、
い
つ
ま
で
も
元
気
で

健
康
に
暮
ら
せ
る
よ
う
、
市

民
一
人
ひ
と
り
の
健
康
意
識

の
向
上
を
図
る
た
め
、
健
康

教
育
や
健
康
相
談
の
取
り
組

み
を
伺
う
。

議
員　

い
き
い
き
と
健
康
に

暮
ら
せ
る
ま
ち
神
埼
市
。
誰

も
が
い
つ
ま
で
も
元
気
で
健

康
に
暮
ら
せ
る
よ
う
、
保

健
・
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス

国
民
健
康
保
険
税
が
負
担
増
と
な
ら
な
い
市
の
取
り
組
み

医
療
費
の
上
昇
を
抑
え
る
こ
と
が
最
も
重
要

答

深
堀
市
民
福
祉
部
長　

健
康

教
育
で
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り

の
健
康
意
識
の
向
上
、
健
康
管

理
へ
の
関
心
を
高
め
る
こ
と

と
し
、
健
康
相
談
は
、
様
々
な

形
式
で
相
談
事
業
を
実
施
し

て
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
や
重

症
化
予
防
の
た
め
の
指
導
を

行
い
、
市
民
の
方
み
ず
か
ら

が
生
活
習
慣
の
改
善
に
繋
が

る
様
に
目
指
し
て
い
ま
す
。

議
員　

社
会
保
障
制
度
の
充

実
と
し
て
、
国
民
健
康
保
険

財
政
の
安
定
的
な
運
営
の
た

め
、
特
定
健
診
な
ど
の
保
健

事
業
を
積
極
的
に
推
進
し
、

市
民
の
健
康
づ
く
り
に
努
め

る
と
と
も
に
、
医
療
費
抑
制

（
適
正
化
）
に
取
り
組
み
、

被
保
険
者
が
将
来
に
わ
た
り

安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ

る
医
療
保
険
制
度
の
安
定
し

た
運
営
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

市
民
福
祉
部
長　

保
健
事
業

の
積
極
的
な
取
り
組
み
や
適

切
な
医
療
機
関
へ
の
受
診
が

安
定
し
た
医
療
保
険
制
度
の

運
営
に
繋
が
り
ま
す
。

有害鳥獣地域捕獲隊の罠にかかったイノシシ

服巻　玉美 議員

そ
の
他
の
質
問

・
神
埼
市
の
子
育
て
支
援
の

一
つ
で
あ
る
親
子
で
の
居

場
所
づ
く
り
に
つ
い
て

・
神
埼
市
保
健
セ
ン
タ
ー
の

今
後
の
活
用
に
つ
い
て

・
リ
ト
ル
わ
ん
ぱ
く
事
業
の

内
容
と
考
え
方
に
つ
い
て

白石　昌利 議員
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王仁博士顕彰公園にある鍾繇千字文碑

田原　和幸 議員

議
員　

視
力
の
発
達
期
間
は

６
歳
ま
で
の
た
め
、
就
学
前

健
診
や
学
校
の
検
査
で
発
見

し
治
療
を
始
め
た
と
し
て
も

視
力
の
回
復
は
難
し
い
。
斜

視
・
弱
視
は
早
期
発
見
し
早

期
治
療
を
す
る
こ
と
が
重
要

だ
が
、
現
在
は
検
査
時
に
専

門
の
眼
科
医
や
視
能
訓
練
士

が
お
ら
ず
屈
折
検
査
も
な
い
。

国
や
県
で
統
一
さ
れ
た
検
査

方
法
や
判
断
基
準
が
な
く
地

域
格
差
が
拡
大
し
て
お
り
、

斜
視
・
弱
視
の
子
ど
も
が
見
逃

さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

深
堀
市
民
福
祉
部
長　

保
健

師
等
が
母
子
健
康
手
帳
の
記

録
を
参
考
に
し
、
対
面
で
対

象
児
の
観
察
と
保
護
者
へ
の

問
診
を
行
っ
て
い
ま
す
。
検

査
機
器
の
導
入
に
よ
り
視
覚

３
歳
児
健
診
に
お
け
る
斜
視
・
弱
視
の
検
査
の
実
施
に
つ
い
て

情
報
共
有
し
な
が
ら
十
分
に
調
査
研
究
を
し
て
い
く

答

せ
励
ま
さ
れ
た
。
日
本
国
民

統
合
の
象
徴
と
し
て
の
天
皇

を
希
求
さ
れ
る
姿
勢
に
尊
崇

の
念
を
抱
く
も
の
で
す
。

　
「
幸
せ
つ
な
ご
う
」
と
銘

打
っ
た
第
二
次
総
合
計
画
、

都
市
基
盤
整
備
に
つ
い
て
。

岸
川
産
業
建
設
部
長　

道
路

河
川
の
主
た
る
も
の
は
関
係

地
区
期
成
会
と
市
が
一
体
と

な
り
、
国
・
県
に
働
き
か
け

進
捗
を
図
る
。

議
員　

平
成
時
代
は
災
害
が

多
く
枚
挙
に
い
と
ま
が
無

か
っ
た
が
、
災
害
被
災
地
に

は
必
ず
と
言
う
程
、
今
上
天

皇
、
皇
后
陛
下
の
御
姿
が
あ

り
、
被
災
者
と
目
線
を
合
わ

ト
ヨ
タ
紡
織
な
ど
進
出
企
業
へ
の
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
に
つ
い
て

進
入
路
整
備
は
調
整
難
航
だ
が
早
期
実
現
に
努
め
る

答

議
員　

王
仁
博
士
顕
彰
公
園

を
含
む
市
の
観
光
施
策
に
つ

い
て
。

産
業
建
設
部
長　

市
民
を
始

め
国
内
外
よ
り
誘
客
を
図
る

為
、
周
知
活
動
に
努
め
、
観

光
消
費
拡
大
に
よ
り
地
域
の

経
済
効
果
に
貢
献
し
た
い
。

山
田
商
工
観
光
課
長　

バ
ス

ツ
ア
ー
開
催
と
合
わ
せ
観
光

ガ
イ
ド
育
成
を
検
討
し
、
Ｄ

Ｖ
Ｄ
無
償
配
布
の
周
知
も
行

い
た
い
。

議
員　

農
水
省
機
関
か
ら
出

向
頂
き
歴
代
４
人
目
。
市
へ

の
農
林
業
貢
献
に
対
す
る
所

見
を
伺
い
た
い
。

國
廣
産
業
建
設
部
参
事
官　

昨
年
度
で
約
２
１
０
０
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
暗
渠
排
水
工
事
を

完
了
。
北
海
道
を
除
け
ば
全

国
有
数
で
農
林
水
産
省
で
も

高
い
評
価
を
得
て
い
る
。
ク

リ
ー
ク
防
災
、
法
人
化
、
中

山
間
地
又
、
森
林
整
備
等
、

第
一
次
総
合
計
画
の
所
定
の

成
果
は
得
ら
れ
た
と
思
う
。

検
査
の
精
度
向
上
は
認
め
ら

れ
る
が
、
確
定
診
断
で
は
な

い
た
め
課
題
が
残
さ
れ
て
い

ま
す
。

て
い
る
空
き
家
調
査
の
目
的

は
何
か
。
ま
た
、
ど
の
よ
う

に
活
用
し
て
い
く
の
か
。

志
岐
総
務
企
画
部
長　

空
き

家
等
の
外
観
調
査
に
よ
り
、

状
態
・
状
況
を
把
握
し
デ
ー

タ
で
管
理
す
る
こ
と
で
関
係

各
課
と
連
携
し
た
総
合
的
な

対
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

高
嶋
防
災
危
機
管
理
課
長　

意
向
調
査
を
実
施
し
、
そ
の

結
果
を
地
図
デ
ー
タ
と
連
動

さ
せ
基
礎
資
料
と
し
て
活
用

し
て
い
き
ま
す
。

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

山本　千佳 議員

議
員　

空
き
家
問
題
は
①
高

齢
化
社
会
が
進
ん
で
い
る
こ

と
②
所
有
者
が
管
理
や
活
用

の
問
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
る
。
今
そ
こ
に

住
む
人
が
住
み
や
す
く
、
住

み
続
け
ら
れ
る
状
態
に
す
る

必
要
が
あ
る
が
、
現
在
行
っ
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永沼　　彰 議員

議
員　

平
成
31
年
度
か
ら
実

施
予
定
の
学
校
給
食
費
助
成

事
業
は
、
小
学
６
年
生
と
中

学
３
年
生
が
対
象
で
、
学
校

給
食
費
の
助
成
対
象
者
は
神

埼
市
内
に
住
所
を
有
し
、
市

内
の
小
中
学
校
に
在
籍
す
る

児
童
・
生
徒
の
保
護
者
及
び

給
食
費
の
助
成
は
、市
外
通
学
者
も
対
象
に
す
る
べ
き
だ

市
内
の
小
中
学
校
に
通
っ
て
ほ
し
い

答

特
別
支
援
学
校
に
通
学
す
る

児
童
・
生
徒
の
保
護
者
に
限

定
さ
れ
、
神
埼
市
内
に
住
所

を
有
し
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
市
外
の
小
中
学
校
に

通
学
す
る
児
童
・
生
徒
の
保

護
者
は
助
成
対
象
者
と
な
っ

て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
差
別

で
あ
り
、
不
公
平
だ
。
な

ぜ
、
助
成
の
対
象
か
ら
省
く

の
か
。

家
永
教
育
部
長　

事
業
経
費

は
、
市
内
に
住
所
を
有
し
、

神
埼
市
内
の
小
中
学
校
に
在

籍
す
る
児
童
・
生
徒
及
び
特

別
支
援
学
校
に
通
学
す
る
児

童
・
生
徒
の
保
護
者
へ
の
補

助
金
と
し
て
、
対
象
者
が
５

８
４
名
で
あ
り
、
３
０
，
８

８
２
千
円
で
す
。

　

給
食
費
助
成
制
度
対
象
者

を
当
調
理
場
の
給
食
を
喫
食

し
て
い
る
全
児
童
・
生
徒
と

し
た
場
合
、
一
年
間
で
１
３

８
，
７
１
６
千
円
の
経
費
を

必
要
と
し
、
全
て
一
般
財
源

の
た
め
、
市
の
財
政
事
情
も

考
慮
し
、
進
学
を
控
え
た
学

年
の
保
護
者
の
教
育
費
の
経

済
的
負
担
軽
減
策
と
し
て
、

小
学
６
年
生
、
中
学
３
年
生

の
特
定
学
年
を
対
象
と
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
本
来

な
ら
ば
神
埼
市
立
小
・
中
学

校
通
学
区
域
に
関
す
る
規
則

で
定
め
ら
れ
た
学
校
に
就
学

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う

と
こ
ろ
で
す
が
、
保
護
者
の

申
し
立
て
に
よ
り
市
外
の
小

中
学
校
を
選
択
さ
れ
通
学
さ

れ
て
い
る
た
め
、
対
象
外
と

な
り
ま
す
。

議
員　

地
球
温
暖
化
の
進
行

に
よ
る
自
然
災
害
が
多
発
し

て
い
る
今
日
、
台
風
、
大
水

害
、
土
砂
災
害
等
に
対
す
る

市
の
対
策
を
伺
う
。

志
岐
総
務
企
画
部
長　

近
年

の
自
然
災
害
の
状
況
は
大

雨
、
土
砂
災
害
等
い
つ
発
生

し
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況

で
す
。
行
政
だ
け
で
の
対
応

は
難
し
く
、
市
民
一
体
の
取

り
組
み
が
大
切
で
す
。
市
の

防
災
訓
練
に
合
わ
せ
自
助
・

共
助
・
公
助
の
周
知
、
さ
ら

に
地
域
防
災
組
織
の
リ
ー

ダ
ー
の
育
成
を
図
っ
て
い
く

た
め
に
防
災
講
演
会
や
防
災

出
前
講
座
を
実
施
し
、市
民
・

地
域
・
行
政
が
一
体
の
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。 昨

今
の
災
害
に
対
す
る
検
証
と
今
後
の
対
策
は

災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
対
応
す
る

答

ま
す
が
、
採
択
要
件
、
国
の

予
算
も
非
常
に
厳
し
く
事
業

申
請
は
困
難
な
状
況
で
す
。

　

支
援
施
策
は
市
単
独
事
業

の
地
域
協
働
推
進
事
業
を
活

用
い
た
だ
く
か
、
平
成
31
年

か
ら
多
面
的
機
能
支
払
交
付

金
の
広
域
化
組
織
の
立
ち
上

げ
で
他
地
区
か
ら
の
交
付
金

の
流
用
等
が
可
能
と
な
る
こ

と
か
ら
、
集
落
内
水
路
整
備

や
水
質
改
善
に
つ
な
が
る
事

業
推
進
を
図
り
た
い
と
考
え

ま
す
。

給食の様子

野口　英樹 議員

環
境
対
策
に
つ
い
て

議
員　

千
代
田
地
区
の
多
く

の
集
落
で
は
長
年
の
泥
土
の

堆
積
で
集
落
内
の
ク
リ
ー
ク

の
環
境
悪
化
が
市
民
共
通
の

課
題
だ
。
市
行
政
の
認
識
・

対
応
を
伺
う
。

國
廣
産
業
建
設
部
参
事
官　

地
区
か
ら
の
意
見
、
要
望
を

受
け
実
態
の
把
握
を
し
て
い

ま
す
。国
・
県
が
実
施
す
る
農

政
関
係
の
補
助
事
業
に
「
集

落
基
盤
整
備
事
業
」
が
あ
り

平成26年７月の水害
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文部科学省から各小中学校に配布された資料等

松本　軍二 議員

議
員　

色
覚
検
査
は
、
学
校

保
健
安
全
法
施
行
規
則
の
改

正
に
伴
い
、
平
成
14
年
度
よ

り
検
査
の
実
施
義
務
が
無
く

な
り
「
色
覚
異
常
」
と
診
断
、

進
学
・
就
職
間
近
で
断
念
せ

ざ
る
を
得
な
い
実
態
報
告
の

認
識
は
。

家
永
教
育
部
長　

文
部
科
学

省
で
は
「
就
職
時
に
色
覚
に

よ
る
、
就
業
規
則
に
直
面
す

る
と
い
う
実
態
の
報
告
、
保

護
者
に
対
し
色
覚
異
常
お
よ

び
色
覚
に
関
す
る
周
知
が
不

足
と
い
う
指
摘
も
あ
る
」
と
い

わ
れ
て
お
り
市
で
は
、児
童・
生

徒
が
不
利
益
を
被
ら
な
い
よ

う
体
制
を
整
え
て
い
る
。

議
員　

色
覚
検
査
に
は
賛
否

両
論
の
意
見
が
あ
り
、
保
護

者
か
ら
申
し
出
が
あ
れ
ば
検

学
校
で
の
色
覚
検
査
希
望
者
へ
の
実
施
に
つ
い
て

色
覚
検
査
は
健
康
相
談
の
一
つ
と
し
て
の
位
置
づ
け

答

査
を
行
う
こ
と
は
必
要
と
思

う
が
。

髙
尾
学
校
教
育
課
長　

学
校

保
健
安
全
法
施
行
規
則
の
改

正
に
よ
り
、
各
学
校
で
も
小

学
４
年
生
と
中
学
３
年
生
の

保
護
者
に
対
し
て
、
通
知
文

と
色
覚
検
査
申
込
書
を
配

布
、
簡
単
な
説
明
後
申
込
書

の
回
収
や
検
査
結
果
報
告
に

つ
い
て
は
封
書
に
よ
り
行
っ

て
い
る
。

議
員　

色
覚
検
査
を
行
う
に

あ
た
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
対

応
を
取
る
の
か
。

学
校
教
育
課
長　

学
校
と
し

て
は
、
保
護
者
か
ら
の
申
し

出
を
基
本
と
し
、
保
護
者
の

方
々
に
色
覚
異
常
に
つ
い
て

の
知
識
を
持
っ
て
頂
く
た

め
、
保
護
者
懇
談
会
・
学
校

便
り
な
ど
に
よ
り
、
情
報
の

提
供
に
努
め
て
い
る
。

議
員　

柴
尾
橋
付
近
の
堤
防

が
、
筑
後
川
の
事
務
所
に
お

城
原
川
治
水
問
題
に
つ
い
て

河
川
整
備
計
画
の
目
標
３
３
０
ト
ン
に
向
け
て
計
画
中
で
す

答

い
て
も
非
常
に
弱
い
と
言
わ

れ
て
い
る
が
、
城
原
川
の
堤

防
整
備
計
画
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
。

岸
川
産
業
建
設
部
長　

城
原

川
の
河
川
整
備
に
つ
き
ま
し

て
は
、
筑
後
川
水
系
河
川
整

備
計
画
に
お
き
ま
し
て
洪
水

対
策
、
高
潮
対
策
に
つ
い
て

の
計
画
が
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
議
員
質
問
の
柴
尾
橋
付

近
の
城
原
川
の
堤
防
に
つ
き

ま
し
て
は
、
両
岸
と
も
堤
防

の
嵩
上
げ
、
拡
幅
が
必
要
な

区
間
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
河

川
改
修
と
し
ま
し
て
は
、
筑

後
川
河
川
事
務
所
で
も
、
限

ら
れ
た
予
算
の
中
で
効
果
的

な
整
備
を
行
う
必
要
が
あ
る

と
言
う
こ
と
か
ら
、
河
道
掘

削
、
堤
防
の
質
的
強
化
な
ど

必
要
な
箇
所
か
ら
先
行
し
て

整
備
を
実
施
し
て
い
く
と
の

こ
と
で
し
た
。
市
と
し
ま
し

て
も
、
城
原
川
の
治
水
対
策

が
上
下
隔
た
り
な
く
早
急
に

確
実
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
今

後
と
も
引
き
続
き
国
や
県
に

要
請
し
て
ま
い
り
ま
す
。

議
員　

市
民
の
安
心
・
安
全

は
城
原
川
の
堤
防
の
強
化
が

な
に
よ
り
重
要
と
思
う
が
。

市
長　

城
原
川
の
堤
防
の
整

備
に
は
国
・
県
と
力
を
合
せ

て
や
っ
て
い
き
ま
す
。

堤防の路面のヒビ割れ（柴尾橋の下流）

そ
の
他
の
質
問

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

普
及
促
進
に
つ
い
て

片江　　護 議員
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志
岐
総
務
企
画
部
長　

機
能

を
喪
失
し
た
里
道
・
水
路
に

つ
い
て
は
、
用
途
廃
止
し
隣

接
地
の
所
有
者
に
適
正
価
格

に
て
売
払
い
を
行
っ
て
い
る
。

議
員　

市
所
有
地
並
び
に
市

内
の
土
地
は
有
効
活
用
が
な

さ
れ
て
い
る
か
。

総
務
企
画
部
長　

市
が
所
有

す
る
普
通
財
産
の
土
地
に
つ

い
て
は
、
隣
接
者
ま
た
は
地

元
地
区
へ
売
買
及
び
賃
借
を

行
っ
て
い
る
が
、
ま
だ
決
ま
っ

て
い
な
い
土
地
が
あ
る
。

議
員　

譲
与
を
受
け
た
法
定

外
公
共
物
（
里
道
、水
路
等
）

の
管
理
状
況
は
。

岸
川
産
業
建
設
部
長　

譲
与

を
受
け
た
法
定
外
公
共
物
の

管
理
及
び
処
分
に
つ
い
て

は
、
市
が
制
定
し
た
条
例
等

に
基
づ
き
適
切
に
対
応
し
て

い
る
。

議
員　

問
題
が
発
生
し
た
場

合
の
対
応
は
。

産
業
建
設
部
長　

法
定
外
公

共
物
の
保
全
又
は
利
用
に
支

障
が
生
じ
る
行
為
は
禁
止
さ

れ
て
お
り
、違
反
し
た
場
合
、

「
原
状
回
復
を
命
じ
る
」
こ

と
と
し
て
い
る
。

議
員　

機
能
を
喪
失
し
た
場

合
の
対
応
は
ど
の
よ
う
に
な

さ
れ
る
の
か
。

譲
与
さ
れ
た
法
定
外
公
共
物
及
び
市
有
地
を
含
む
土
地
の
現
状

条
例
に
基
づ
き
適
正
に
管
理
、処
分
を
し
て
い
る

答

議
員　

所
有
者
が
は
っ
き
り

し
な
い
土
地
に
つ
い
て
は
、

ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
て
い

る
か
。

古
川
税
務
課
長　

不
動
産
登

記
簿
等
で
所
有
者
が
不
明
の

場
合
、
相
続
人
や
管
理
者
に

対
し
、
市
の
担
当
課
よ
り
指

導
を
行
っ
て
い
る
。
所
有
者

が
は
っ
き
り
し
な
い
場
合
、

相
続
人
や
管
理
者
等
を
把
握

す
る
よ
う
に
努
め
て
い
る
。

議
員　

脊
振
地
区
の
路
線
バ

ス
は
、
交
通
手
段
を
持
た
な

い
高
齢
者
、
児
童
及
び
交
通

弱
者
で
あ
る
市
民
の
通
勤
、

通
学
、
買
い
物
な
ど
主
要
交

通
手
段
と
し
て
バ
ス
を
利
用

し
て
お
り
、
今
回
の
「
昭
和

バ
ス
26
路
線
見
直
し
」
は
、

脊
振
住
民
に
と
っ
て
は
大
き

な
問
題
で
あ
る
。

　

神
埼
市
は
、
今
後
ど
の
よ

う
な
対
処
方
針
と
交
通
手
段

の
確
保
に
つ
い
て
、
ど
う
取

り
組
ん
で
市
民
の
不
安
を
払

拭
し
て
い
く
の
か
。

志
岐
総
務
企
画
部
長　

３
月

５
日
に
昭
和
自
動
車
（
株
）

佐
賀
営
業
所
を
訪
問
し
、
要

望
書
を
提
出
。
こ
の
要
望
の

折
、
本
路
線
バ
ス
は
、
本
市

に
と
っ
て
は
重
要
な
市
民
の

脊
振
地
区
の
バ
ス
路
線
確
保
を
ど
う
す
る
の
か

交
通
手
段
を
確
保
し
て
い
く
こ
と
に
は
、変
わ
ら
な
い

答

交
通
手
段
と
し
て
将
来
に
わ

た
り
確
保
す
べ
き
も
の
で
あ

り
、
運
行
継
続
の
お
願
い
と

再
編
対
象
路
線
に
つ
い
て
、

市
や
地
域
住
民
な
ど
の
協
議

進
捗
に
応
じ
て
、
再
編
実
施

時
期
等
に
つ
い
て
柔
軟
に
対

応
い
た
だ
く
よ
う
申
し
入
れ

を
行
っ
た
。

議
員　

市
も
朝
夕
、
昼
間
の

問
題
で
あ
る
通
勤
・
通
学
、

買
い
物
等
を
踏
ま
え
て
、
市

独
自
に
調
査
・
研
究
し
て
、

考
え
・
プ
ラ
ン
を
持
つ
べ
き

と
思
う
が
市
の
考
え
を
伺

う
。

総
務
企
画
部
長　

我
々
も
、

い
ま
先
行
事
例
等
を
調
査
し

て
お
り
、
今
後
本
市
に
と
っ

て
一
番
良
い
も
の
を
研
究
し

て
、後
手
に
廻
ら
な
い
よ
う
、

検
討
を
進
め
た
い
。

議
員　

最
後
に
確
認
し
ま
す

が
、
地
域
公
共
交
通
の
手
段

確
保
に
つ
い
て
、
市
長
は
絶

対
確
保
し
て
行
く
こ
と
を
再

確
認
し
た
い
と
思
う
の
で
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

市
長　

交
通
手
段
を
確
保
し

て
い
く
こ
と
に
つ
い
て
は
、

気
持
ち
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

脊振町通学バス運行事業

中野　均 議員

吉田　守 議員

○法定外公共物売り払い状況

里道 水路
公衆用
道路

合計

Ｈ26
（2014）

５件 ５件 １件
789.26㎡
3,889,545円

Ｈ 27
（2015）

３件 ７件 １件
1,191.14㎡
4,059,346円

Ｈ 28
（2016）

０件
２件

用悪水路
２件

２件
3,023.32㎡
12,872,700円

Ｈ 29
（2017）

５件 ４件 １件
1,726.99㎡
2,890,121円

Ｈ 30.
1 月末
（2018）

７件
３件

用悪水路
１件

１件
池沼１件
堤１件

5,356㎡
8,338,158円
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一部カラー舗装が設置されている市道

充足率向上が求められている消防設備

通学路の通り抜けが多い市道での規制看板

議
員　

危
険
を
伴
う
市
道
の

交
通
規
制
や
カ
ラ
ー
舗
装
の

実
施
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
整

備
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。
市
道
西
一
号
線
は
、
新

庁
舎
や
Ｊ
Ａ
さ
が
千
代
田
支

所
へ
の
生
活
道
路
と
し
て
安

全
性
と
必
要
性
が
地
域
の
方

に
は
重
要
な
路
線
で
あ
る
。

㟢
村
か
ら
先
は
計
画
は
な
く

拡
幅
等
の
検
討
を
前
向
き
に

お
願
い
す
る
。

志
岐
総
務
企
画
部
長　

抜
け

道
と
し
て
使
用
す
る
地
区
内

道
路
は
警
察
と
協
議
を
行

い
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
や
交
通

安
全
看
板
を
設
置
。
区
画
線

を
引
き
速
度
を
抑
制
す
る
。

カ
ラ
ー
舗
装
に
つ
い
て
は
、

視
覚
に
よ
る
一
定
の
効
果
が

あ
り
、
神
埼
市
道
で
も
情
報

危
険
を
伴
う
市
道
の
交
通
安
全
強
化
へ
の
取
り
組
み

歩
行
者
の
交
通
安
全
確
保
に
推
進
し
て
い
く

答

収
集
に
努
め
調
査
研
究
を
行

い
検
討
す
る
。

岸
川
産
業
建
設
部
長　

ガ
ー

ド
レ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
地

元
要
望
や
危
険
箇
所
で
整
備

し
て
い
る
。
市
民
の
安
全
安

心
に
向
け
今
後
も
対
応
し
て

い
く
。

教
育
長　

虐
待
の
未
然
防
止
、

早
期
発
見
、
早
期
対
応
を
進

め
る
。子
ど
も
の
日
常
観
察
、

家
庭
支
援
を
行
い
、福
祉
課
、

健
康
増
進
課
と
連
携
し
学
校

全
体
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員　

平
成
27
年
度
の
総
務

省
の
、
消
防
庁
の
消
防
施
設

整
備
計
画
実
態
調
査
の
結
果

は
。
職
員
の
算
定
基
礎
数
よ

り
も
４
７
，４
４
０
人
不
足
。

消
防
ポ
ン
プ
車
も
減
少
し
、

火
災
通
報
着
信
か
ら
現
場
到

着
ま
で
の
時
間
が
長
く
な
っ

て
い
る
と
い
う
報
告
に
な
っ

て
い
る
が
、
佐
賀
中
部
広
域

連
合
の
現
状
は
。

志
岐
総
務
企
画
部
長　

佐
賀

中
部
広
域
連
合
消
防
局
に
照

会
し
た
と
こ
ろ
通
報
か
ら
収

容
ま
で
の
平
均
時
間
は
、
平

成
28
・
29
年
度
は
39
・
５
分
、

39
・
２
分
、
平
成
30
年
度
は

39
・
５
分
と
な
っ
て
い
る
。

議
員　

佐
賀
中
部
広
域
連
合

の
職
員
の
退
職
と
採
用
の
状

況
。
ま
た
、
資
機
材
の
充
足

消
防
職
員
・
資
機
材
の
充
足
率
に
つ
い
て

消
防
職
員
は
81
・
１
％　

消
防
ポ
ン
プ
車
、資
機
材
に
つ
い
て
は
１
０
０
％

答

率
は
ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

総
務
企
画
部
長　

消
防
局
の

職
員
数
に
つ
い
て
は
、
平
成

27
年
度
の
実
態
調
査
に
よ
る

と
、
職
員
は
４
３
８
名
で
充

足
率
は
81
・
１
％
と
な
っ
て

お
り
、
全
国
平
均
77
・
４
％

を
上
回
っ
て
い
る
。
車
両
、

資
機
材
に
つ
い
て
は
１
０

０
％
と
な
っ
て
い
る
。

議
員　

通
報
着
信
か
ら
火
災

現
場
到
着
ま
で
の
時
間
が
平

成
26
年
か
ら
延
伸
状
況
に
あ

る
が
、
そ
の
要
因
を
ど
の
よ

う
に
佐
賀
中
部
広
域
連
合
は

と
ら
え
て
い
る
か
。

高
嶋
防
災
危
機
管
理
課
長　

現
場
到
着
後
の
処
置
内
容
や

観
察
内
容
が
増
え
、
現
場
で

の
活
動
時
間
が
長
く
な
っ
て

い
る
と
い
う
回
答
で
す
。

議
員　

市
長
も
連
合
の
副
連

合
長
な
の
で
、
充
足
率
の
提

案
を
す
る
べ
き
だ
が
。

市
長　

充
足
率
を
高
め
た
ほ

う
が
良
い
が
、
構
成
市
町
の

負
担
な
ど
バ
ラ
ン
ス
の
こ
と
も

考
え
な
が
ら
お
願
い
し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

・
災
害
地
弱
者
避
難
計
画
に

つ
い
て

佐藤　知美 議員

野副　 昭 議員

学
校
教
育
の
充
実
に
つ

い
て

高
齢
者
福
祉
の
充
実
に

つ
い
て

議
員　

神
埼
市
内
の
児
童
虐

待
へ
の
対
応
と
対
策
、
い
じ

め
再
発
防
止
へ
の
取
り
組

み
、
発
達
障
害
児
へ
の
支
援

と
対
策
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

議
員　

在
宅
生
活
支
援
24
時

間
対
応
の
取
り
組
み
は
。

手
塚
福
祉
事
務
所
長　

介
護

と
医
療
の
長
期
的
視
野
に

立
っ
た
サ
ー
ビ
ス
展
開
が
大

切
で
あ
る
。
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議
員　

最
近
、
特
に
少
子
化

を
痛
切
に
感
じ
る
。
子
供
達

も
忙
し
い
か
正
月
も
ほ
と
ん

ど
見
か
け
な
い
。
ま
た
地
域

の
行
事
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
で
も
参
加
が
少
な
い
。
地

域
の
子
供
ク
ラ
ブ
活
動
は
ま

だ
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

社
会
教
育
課
長　

各
地
区
新

入
生
歓
迎
会
、
ク
リ
ス
マ
ス

会
、
地
域
祭
り
、
伝
統
芸
能

へ
の
参
加
で
つ
な
が
り
を
深

め
て
い
る
地
区
も
多
い
。

議
員　

昨
年
の
地
区
子
育
て

懇
談
会
は
、
各
地
区
大
雨
の

た
め
開
催
さ
れ
ず
、
後
日
も

中
止
さ
れ
た
地
区
が
多
か
っ

た
と
聞
く
が
、
状
況
は
。

松
永
社
会
教
育
課
長　

開
催

実
績
に
つ
い
て
は
、
対
象
地

区
１
２
４
地
区
中
71
地
区
で

実
施
し
た
。

議
員　

不
幸
に
も
大
雨
に
よ

り
中
止
し
た
地
区
も
あ
ろ
う

が
、
内
容
が
マ
ン
ネ
リ
化
し

て
い
る
地
域
の
役
員
会
の
よ

う
だ
と
の
声
も
聞
く
が
。

社
会
教
育
課
長　

四
か
条
の

誓
い
を
懇
談
会
の
議
題
の
柱

に
掲
げ
取
り
組
ん
で
き
た
結

果
十
分
浸
透
し
た
と
思
う
。

今
後
と
も
市
民
会
議
の
委

員
、
区
長
会
と
も
慎
重
に
審

議
し
た
い
と
思
う
。

地
域
と
子
育
て

伝
統
文
化
等
に
ふ
れ
故
郷
を
愛
し
誇
る
心
を
育
て
た
い

答

議
員　

地
区
の
伝
統
芸
能
、

例
え
ば
御
田
祭
り
、
櫛
田
宮

の
み
ゆ
き
大
祭
等
、
少
子
・

高
齢
化
に
よ
り
保
存
が
不
可

能
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
今
後

の
対
策
は
考
え
ら
れ
る
の
か
。

教
育
長　

千
代
田
町
の
高
志

狂
言
の
様
に
昔
か
ら
受
け
継

が
れ
た
伝
統
文
化
・
行
事
を

子
供
達
が
体
験
、
理
解
す
る

こ
と
で
故
郷
を
愛
し
誇
り
に

思
う
心
を
育
て
る
た
め
に

も
、
支
援
、
協
力
し
て
い
き

た
い
。

議
員　

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
と
は
、
自

分
の
性
に
違
和
感
を
覚
え
る

人
な
ど
、
性
に
対
し
て
多
く

の
人
と
異
な
る
特
徴
を
持
つ

性
的
少
数
者
の
総
称
で
、
そ

の
理
解
が
ま
だ
十
分
で
は
な

く
差
別
や
偏
見
な
ど
を
受
け

る
事
が
な
い
よ
う
に
、
正
し

い
知
識
や
関
心
を
持
つ
こ
と

が
大
事
で
あ
る
。
そ
こ
で
Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
理
解
に
つ
い
て
の

研
修
や
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

へ
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
や
差
別

に
つ
い
て
の
、
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
や
規
定
に
つ
い
て
の
指
針

は
あ
る
の
か
。

志
岐
総
務
企
画
部
長　

本
市

で
は
、
昨
年
８
月
に
「
知
っ

て
お
き
た
い
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
基

礎
知
識
」
と
題
し
て
人
権
講

演
を
開
催
し
職
員
研
修
会
も

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
へ
の
理
解
に
つ
い
て

窓
口
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
の
作
成
は
必
要
で
あ
る
と
考
え
る

答

行
っ
た
。
ま
た
国
に
お
い
て

具
体
的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は

示
さ
れ
て
い
な
い
が
市
民
へ

の
周
知
・
啓
発
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
等
の
作
成
に
つ
い
て
研

究
し
て
い
き
た
い
。

水
量
の
確
保
に
差
が
生
じ
、

地
区
に
お
い
て
は
十
分
な
水

の
確
保
が
で
き
な
い
事
も
生

じ
な
い
か
。

総
務
企
画
部
長　

現
在
、
消

火
栓
４
９
４
箇
所
、
防
火
水

槽
70
箇
所
、
自
然
水
利
１
７

３
箇
所
あ
り
、
地
区
及
び
地

元
消
防
団
と
密
接
に
連
携
を

図
り
、
地
区
の
状
況
に
応
じ

た
消
防
水
利
の
確
保
、
整
備

に
努
め
て
い
き
た
い
。

一級河川も地区により水の流れがない状態

十分な水の確保が望まれる

木原　憲治 議員

西原　正剛 議員

消
防
水
利
に
つ
い
て

議
員　

今
の
閑
散
と
し
た
時

期
や
夏
の
渇
水
時
期
に
は
河

川
や
内
水
路
の
水
量
や
水
深

が
浅
く
な
り
、
防
火
水
利
の

高志狂言を演じる子供達
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議
員　

国
民
健
康
保
険
制
度

の
課
税
制
度
と
し
て
、
所
得

割
・
均
等
割
・
平
等
割
の
３

方
式
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
均
等
割
は
所
得

の
な
い
子
供
達
に
も
一
人
当

た
り
、
年
３
万
円
課
税
さ
れ

て
い
る
。

　

他
の
社
会
保
険
制
度
は
所

得
に
応
じ
て
の
み
課
税
さ
れ

て
い
る
。
つ
ま
り
子
供
が
増

え
れ
ば
増
え
る
ほ
ど
、
ま
た

家
族
の
人
員
が
増
え
る
ほ
ど

国
保
税
は
高
く
な
る
仕
組
み

で
あ
る
。
国
保
世
帯
の
市
民

の
方
た
ち
は
国
保
税
が
高
く

て
悲
鳴
を
上
げ
て
お
ら
れ

る
。
せ
め
て
子
供
へ
の
均
等

割
は
な
く
す
べ
き
で
は
な
い

か
。 国

保
税
の
子
ど
も
へ
の
均
等
割
の
軽
減
を

市
独
自
で
は
な
か
な
か
難
し
い

答

議
員　

子
供
へ
の
均
等
割
を

減
免
し
、
子
育
て
世
代
の
負

担
軽
減
を
し
て
い
る
自
治
体

も
す
で
に
あ
る
。
神
埼
市
も

子
育
て
世
代
応
援
と
し
て
国

保
税
軽
減
へ
の
独
自
施
策
を

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　

国
保
運
営
に
つ
い
て

は
今
後
市
町
運
営
か
ら
、
県

運
営
と
一
本
化
さ
れ
る
。
そ

う
な
れ
ば
市
独
自
で
は
な
か

な
か
難
し
い
の
で
、
県
内
全

市
町
が
県
と
一
緒
に
な
っ
て

取
り
組
め
れ
ば
と
考
え
る
。

深
堀
市
民
福
祉
部
長　

現

在
、
医
療
保
険
制
度
に
つ
い

て
、
地
方
６
団
体
よ
り
医
療

制
度
間
の
公
平
、
今
後
の
医

療
費
の
増
加
に
対
し
、
財
政

基
盤
の
確
立
、
子
育
て
世
帯

に
対
す
る
負
担
軽
減
、
国
の

定
率
負
担
の
引
き
上
げ
等
、

国
に
対
し
１
兆
円
規
模
の
財

政
支
援
を
要
望
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

健康は日頃の健診が大事

福田　淸道 議員

特別委員会の設置

農業委員会委員の任命（任期は３年）

　八谷　　敏　　末吉　利文　　野田　　豊　　中原　和之　　福田　省二（再任）
　樋口　光輝　　國部　善典　　西村　睦雄　　城野　 春　　田淵　晃敏
　真島　　満　　吉浦　文雄　　森田　壽春

教育委員会委員の任命（任期は４年）

　中島　謙一　　高尾あい子

固定資産評価審査委員会委員の選任（任期は３年）

　髙島　敏弘（再任）

人権擁護委員の推薦（任期は３年）

　糸山　孝子　　福田　省二　　森㟢ひずる　　野口　一義（再任）

委員会名 委員長 副委員長 委　員
平成 31 年度
予算特別委員会

（19 人）
福田　淸道 中野　　均 議長除く全議員（17 人）
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編
集
後
記

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

委 

員 

長　

松
本　

軍
二

副
委
員
長　

野
口　

英
樹

委
　
　
員　

宮
地　
　

明

委
　
員　

吉
田　
　

守

委
　
員　

服
巻　

玉
美

委
　
員　

山
本　

千
佳

　

思
い
起
こ
せ
ば
１
年
前
、
市
議
会
議
員

選
挙
を
め
ざ
し
、
唯
我
独
尊
、
徒
手
空
挙

の
状
態
で
、
忙
し
い
毎
日
を
送
っ
て
い
た

こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

念
願
の
市
議
会
議
員
と
し
て
こ
の
１
年

を
振
り
返
る
時
、
は
た
し
て
自
分
は
市
民

の
皆
様
の
為
、
自
分
の
責
務
を
果
た
せ
た

だ
ろ
う
か
。
ひ
ょ
っ
と
し
て
「
何
ば
し
た

と
？
」
と
言
わ
れ
る
の
で
は
と
自
問
自
答

し
た
と
き
「
？
」
マ
ー
ク
が
つ
き
ま
す
。

　

こ
の
１
年
の
活
動
が
ど
れ
だ
け
市
民
の

皆
様
に
理
解
さ
れ
た
か
、
ま
た
は
理
解
さ

れ
る
よ
う
努
力
し
た
か
を
振
り
返
り
、
こ

れ
か
ら
先
の
こ
と
を
思
う
と
虚
心
坦
懐
に

な
ら
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

元
号
も
「
令
和
（
れ
い
わ
）」
と
改
ま
っ

た
こ
と
か
ら
「
初
心
忘
る
べ
か
ら
ず
」
の

気
持
ち
を
持
っ
て
市
民
の
皆
様
を
第
一
と

し
、
市
議
会
の
一
員
と
し
て
活
動
し
よ
う

と
改
め
て
心
に
誓
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

	

（
記　

吉
田　

守
）

１月９日	 議会広報編集特別委員会

　　18日	 第224回佐賀県市議会議長会（鹿島市）

　　21日	 議会広報編集特別委員会

　　22日	 九州市議会議長会第４回理事会（大分県

別府市）

　　25日	 議会広報編集特別委員会

２月１日	 議会広報編集特別委員会

　　５日	 全国市議会議長会基地協議会第82回総会

（東京都）

	 文教厚生常任委員会

　　19日	 総務常任委員会

　　20日	 文教厚生常任委員会

　　21日	 産業建設常任委員会

　　27日	 議会運営委員会

３月１日～ 27日

	 平成31年３月第１回神埼市議会定例会

　　１日	 総務常任委員会

	 全員協議会

　　８日	 平成30年度予算特別委員会

　　11日	 議会運営委員会

　　13日	 全員協議会

	 平成31年度予算特別委員会

　　14日～ 15日

	 平成31年度予算特別委員会

　　18日	 平成31年度予算特別委員会

　　19日	 総務常任委員会

　　20日	 文教厚生常任委員会

	 産業建設常任委員会

　　22日	 神埼市まちづくり特別委員会

	 議会改革検討特別員会

　　25日	 議会運営委員会

　　27日	 全員協議会

	 議会運営委員会

《議会の動き》（Ｈ31年１月～３月）


